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【1】 会社の紹介 【2】 職場の紹介

当社は岐阜県にあるトヨタ自動車完成車両メーカーの一つでハイエースとコー

スターを生産。「小粒でもピカッと光る」企業を目指す今年創立84年になる会

社で、トヨタの大型車を世界へ届けています。

【3】

私たちはハイエース生産ラインの組立課に所属。後工程の各チームに部品

を届ける「物流工程」に所属しています。

【5】

スターゲイザー　（スターゲイザー） プロジェクタ

【4】 サークルの紹介物流工程の紹介

私の想い 【6】 活動計画

主な作業は、仕入れ先より納入された部品をフォークリフトや牽引車にて各製

造ラインに供給しています。また、サブラインで順立てされた部品を無人搬送

機で供給する工程も担当しています。

私の想いは『全員が主役』。個性を活かしつつ、みんなが活躍、楽しくレベル

アップ。4年でトップサークルを目指すことにしました。

全員の意識を変え、仲間の成長を促し、個性を活かす。『自分色磨き』と

いうステップと共に歩んだ3年間を紹介します。

ＱＣサークル紹介

　　　　サークル名　（ フリガナ ）

発 表 者 の 所 属 組立部　第一組立課　16グループ　36チーム　物流工程 勤続　　　　7年

月 あ た り の 会 合 回 数 3 回 

テ ー マ 暦  本テーマで 5 件目  社外発表 4 件目 １回あたりの会合時間 1.5 時間

平 均 年 齢 37 歳（ 最高 46 歳・最低 29 歳 ）

本 テ ー マ の 活 動 期 間 2022 年 4 月　～　2025 年 3 月 本 テ ー マ の 会 合 回 数 108 回

本 部 登 録 番 号 548-103 サ ー ク ル 結 成 年 月 2022年　4月

メ ン バ ー 構 成 7 名 会 合 は 就 業 時 間 内　　　　　外　　　　　両方

創業 1940年

従業員 2560名

テーマ

会社・事業所名(ふりがな) 発表者名（ふりがな）

完成車両メーカー（7社）

トヨタ車体
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豊田自動織機

日野自動車

ダイハツ工業
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岐阜県

各務原市

トヨタ自動車(株)

豊田市
刈谷市
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航空自衛隊岐阜基地

岐阜車体工業(株)

<全社スローガン>
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・人財育成

・領域拡大

・規範順守

<工場スローガン>

伝承と深化
ダントツ５S

<生産車種>

ハイエース ‘05年1月～ コースター ‘17年1月～ 新型ハイエース ‘17年1月～

トヨタの大型車を世界へ届けています

小粒でも”ピカッ！と光る”企業を目指し、

いしはら

サークルリーダー

入社：7年

年齢：32歳

趣味：カラオケ

特技：野球
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E やるき
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‘21：QCサークル
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岐阜県

‘17：期間社員入社
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‘22：SKY最多提案
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E きんにく

E こんき
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‘17：創意工夫提案
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岐阜県
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経 歴
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年齢：32歳
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【7】 活動前の状態 【8】 少人数化後のステータス

分割されたサークルの構成は経験豊富なベテラン、中核を担う中堅、活

発な若手の計15名。強みは個別スキルの高さ、弱みは連携力で自己中

になりがち。Dゾーンレベルからのスタートです。

メンバーは30名。参加率は低く、発言は一部のメンバーのみ。現状を打破す

べく世話人に相談すると「小集団化」を提案され、まずは半分の15名へ。最

終的には理想的な7名を目指すことにしました。

【9】 初会合

初会合は全員参加でしたが、盛り上がりに欠ける結果。発言の少なかったメンバーに聞きこむと、

一番の理由として「QCに興味がない」ことが判明。まずは自らがリーダーとしての勉強を開始。

工場スローガンである「ダントツ５S」は、当社オリジナル「GI５Sの精神」に基

づく改善活動です。また近年では人の五感からの改善も行い「シン・５S」とし

て伝承・継承活動をしています。

【10】 環境つくり 【11】 環境つくり

「リーダーのあるべき姿」を一から学びなおし、２回目の会合を開催。雰囲気

は良く、発言は増え、スタートラインに立てました。

サークルの課題は、すぐ他人任せにしてしまう事や限られたメンバーしか活

躍していない事による向上意欲の低下。そんな現状を打破すべく、全員の

身近な共通テーマ「５S」に取り組むことにしました。

まずは「GI5Sの精神とシン・5S」をみんなで勉強。改善を前に意思統一と

供に興味をもらってもらうことにしました。

【12】 GI５Sの精神 【13】 メンバーの意思統一

QCリーダー勉強会 日頃のコミュニケーション

ポジティブフィートバック メンバーへQC勉強会

発言率

良かった
１００％

満足度

発言
１００％

会合再挑戦結果

発言
100％ 

まずは
スタートライン！

作成 ‘22.04
石原



【14】 メンバーの意思統一 【15】 第一章　冒険スタート

メンバー全員で意見を出し合い、「汚い！」との意見が一番多かった『エレカの

バッテリー置き場』を取り組むことにしました。

【16】 汚れの調査 【17】 要因解析

バッテリー置き場を現地調査すると汚れの大半はバッテリー液。次に汚れの発

生源も洗い出し。汚れはゼロ、サークル能力の目標も定め、活動計画を立て

ました。

汚れの発生源ごとに要因解析を実施。それぞれに重要要因を選定、現

地で検証を行い、真の重要要因を確認しました。

【18】 対策案の検討 【19】

次に重要要因ごとに対策案を出し合い、それぞれに最良な対策を評価し選

定。対策する項目が決定しました。

「ジョッキへ移す時に垂れる」はジョッキを廃止。移動式タンクとしポンプを使

うことで補充の垂れはゼロ。狙いやすい先端ノズルを作製し注入しやすく

なったものの、「外すときに垂れる」問題は残りました。

最適ノズルを求め３Dプリンターでのテストを繰り返し。その結果、内部に液だまりを作ることで液だれを

防ぐことに成功しました。液が垂れないノズルの完成です。

【21】 効果の確認・再調査【20】 シン・ノズル完成
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 ５S活動 『バッテリー置き場の汚れをやっつけろ！』

※共通課題を達成し全員のやる気を上げる活動

第一章

仲間あつめ！

★★★★★

バッテリー液 ヨゴレ



【22】 効果の確認・再調査 【23】 最挑戦の後に

効果を確認すると、36件あった液垂れは5件まで減少。目標のゼロを達成し

ておらず再度調査すると、ポンプを戻す時に液が垂れることが新たに判明。再

度、要因解析から対策案を出しました。

追加対策の結果、目標の『液垂れゼロを達成！』標準化を行い管理する

ことにしました。全員のレベルアップにも成功しました！

【24】 第一章の記録
サークルの少人数化で、参加率と発言率は

100％を達成し継続。身近な共通の困り事で

ある５Sに取り組んだことで全員が興味を持ち

活動意欲は向上。全員がQCサークルの楽しさ

を実感すると共に職場は更に明るい雰囲気

に。サークルレベルはCゾーンへ上がりました。

【25】 次の作戦 【26】 得意を分散

全員が主役のトップサークルを目指す為の次なる課題は「若手の能力向

上」。効率よくボトムアップするために、ベテラン・中堅の得意なことを活かした

育成計画をたてました。

サークルメンバーは15人、生徒の若手5人に対し、先生のベテラン・中堅

は10人。それぞれの得意なスキルが重ならないよう割り振りし、3人１組で

グループ分けすることにしました。

【27】 相性診断 【28】 スキル+相性をコネクト（結合）

効率よく効果的に皆が成長する為に、相性と得意スキルを組み合わせた

三位一体のチーム分けを再度実施。　この組み合わせを『コネクト』と命名

し、活動をスタートしました！

ベテランと若手の間に壁を感じ、何か方法がないかと考えていると、流行りの相

性診断を発見。全員の承諾を得てやってみることに。

ベテラン26％

中堅40％

得意なことで分け

チームの中核
欠かせない存在

経験知識豊富な
頼れる先輩

なぜ・なにを どのようにだれが いつ どこで

注
入
器

5
S

スライド機構 作業者 週1回 現場 チェックシート

3Dノズル 作業者 週1回 現場 チェックシート

ポリタンク 作業者 週1回 現場 チェックシート

加圧ポンプ 作業者 週1回 現場 チェックシート

床の汚れ SL 週1回 現場 チェックシート

バッテリー注入口 作業者 週1回 現場 チェックシート

充電器 作業者 毎日 現場 チェックシート

維持管理
【⑥上向くノズル+⑦レール作成】

対策

作成 ‘23.03 石原
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【改善後の相乗効果】
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SDGS貢献！

Level UP!経験値獲得！

スターゲイザーは
レベルがあがった 

若手

若手

頭脳派職人気質

ベテラン

肉体派

相性

論理的

ベテラン
▲

▲

育成の為にそれぞれ若手を足し、
3人チームの組み合わせ！

最適な組合せ探し

流行りの 相性診断

考え方の違い

自分・相手を知り
理解することで

コミュニケーションの
円滑化を測る

それぞれの個性

改善 解析

各チーム 若手

育成

“タイプ・相性”

懸念事項



【29】 第二章　ボトムアップ 【30】 やさしい工程に挑戦

工場方針の『やさしい工程作り』にメンバーで取り組むことに。出された問題

点の評価にはやさしい項目を追加。一番点数の高い『AGVバッテリー交換

の時間短縮』を取り組むことにしました。

【31】 AGVとは 【32】 AGVの使用状況

無人搬送機のことをオートマチック ガイディド ビークルと呼び、その頭文字を

取ってAGVと読んでいます。当社では2機種のAGVを使っており、今回テーマ

の対象はキャリービーとなりました。

AGVは床に貼られた磁気テープを頼りに各工程まで物を搬送しています。

現在は4種類の牽引台車のセットがあり、それぞれ4セット合計16機の

AGVで後工程へ部品を搬送しています。

やさしい工程評価では、重量物であるバッテリーの持上げと移動、バッテリー交

換作業や配線作業での蹲踞姿勢は作業者の身体への負担も大きく、やさしく

ない評価となっています。

目標の設定は、AGVサイクルタイムオーバー分の「60秒低減」。やさしい工

程では作業者が辛いと感じない作業「2点」を目標に。個別のスキルアップ

目標と共に活動計画も立てました。

【33】 AGVのバッテリー交換作業 【34】 AGVのバッテリー交換時間

バッテリーの交換方法は、電源を切る、配線を抜く、台車をずらす、空バッテ

リーを出す、満充電バッテリーをトレイに入れる、台車を戻す、配線を繋ぐ、電

源を入れる、大きく分けて8行程があります。

バッテリー交換のサイクルタイムは94秒/回、年間にすると176時間もバッテ

リー交換に費やすことになります。また、交換時にはAGVの停滞が発生し、

作業遅れに繋がる恐れもあります。

【35】 やさしい評価 【36】 目標と計画

Ⓐ

Ⓑ

Ⓓ

©

Ⓓ©ⒷⒶ

ⒶⒷ©Ⓓ

Ⓐ Ⓑ ©

Ⓓ

A便               

D便                              

C便       Fr              Rr     

B便                       

組付けライン（ファイナルチーム）

       

ＡＧＶ数 ：4便４セット 計16機

バッテリー数：交換含め 計32セット

ＡＧＶ経路 ：１周 583ｍ
シューター数 組付けライン：16シューター

部品仕立て場：16シューター

①電源を切る ②配線を抜く ③台車をずらす

⑧電源を入れる ⑦配線を繋ぐ ⑥台車を戻す ⑤バッテリー
セット

④バッテリー
を出す

【活動計画】

現状調査

要因解析

対策・処置

結果の確認

評価

まとめ
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【個人別活動目標】
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チームワークの強化

サークルレベルの目標
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＜やさしい工程と困りごとの評価＞

ファイナルAGVバッテリー交換に時間短縮したい

＜メンバーからの声＞

‘23工場長方針

山口工場長

“やさしい”
工程作り！

人・もの・方法、全てにおいて
やさしいと感じられる改善活動

作成 ‘23.04 石原
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 協力して『バッテリー交換の悪さをやっつけろ！』

※若手を育成しボトムアップを測る

重さ

姿勢
手間

バッテリー交換作業

第二章

仲間の成長
★★★★★

無人搬送機 ＝ Automatic Guided Vehicle

オートマチック ガイディド ビークル

A G V
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23年度バッテリー交換実績
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600
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(回)

（月）

23‘04～24’03

作成者：石原

年6,734回 × 94秒(交換時間） ＝ 632,996秒
632,996秒 ÷ 3600秒（1時間) ＝ 約176時間

１年間で約176時間

‘23年 年間 6734回交換

作業遅れの原因

標準作業組み合わせ表 バッテリー交換CT工程

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

作業名

AGVの昇降フックボタンを押す

AGVの電源をOFFにする

スタートスイッチの配線を抜く

チェーンを外す

台車を移動させる

バッテリーのコネクタを外す

バッテリーを取り出す

バッテリーを入れる

バッテリーのコネクタを繋ぐ

バッテリーを交換台車に乗せる

台車を移動させる

チェーンを掛ける

スタートスイッチの配線を繋ぐ

AGVの電源をONにする

AGVの昇降フックボタンを押す

合計

交換時間

3.0
2.0
6.0
6.0
4.0
3.0
6.0

19.0
3.0

11.0
8.0
2.0
4.0
9.0
8.0

94.0

品質
チェック

標準手
持

安全

＋●◆

合計：94秒

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

要素作業

AGVの昇降フックボタンを押す

AGVの電源をOFFにする

スタートスイッチの配線を抜く

チェーンを外す

台車を移動させる

バッテリーのコネクタを外す

バッテリーを取り出す

バッテリーを入れる

バッテリーのコネクタを繋ぐ

バッテリーを交換台車に乗せる

台車を移動させる

チェーンを掛ける

スタートスイッチの配線を繋ぐ

AGVの電源をONにする

AGVの昇降フックボタンを押す

平均点数

姿勢

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2.0

重量

2

2

2

2

2

2

1

1

2

1

2

2

2

2

2

2.0

段差

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2.0

照度

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3.0

視覚

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3.0

聴覚

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3.0

記憶

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3.0

筋力

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2.0

体力

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2.0

精神

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2.0

評価点

項目

前提条件

基準を満足
していること

対象者の負担度（やさしい作業）評価
評価
AVE

1:×（出来ない） 2:〇（出来る） 3:◎（やさしい作業）

実作業意見 （やり難い作業、
やりやすかった作業など）改善前 改善後

環
境

心
身

作業姿勢

重量

移動距離
段差

照度

視覚

聴覚

記憶

筋力

体力

    

ツライ姿勢がある ツライ姿勢は無い

適度に伸ばす・
ねじる・保持する
心地良い
姿勢がある

1.7 -
・バッテリー交換時で腰を曲げるのが辛い
・連続して曲げるのが辛い

重く持てない 重くなく問題無い
適度に重さを
感じ刺激になる

業務規程 Aｂ413-01

1.8 -
・バッテリーが重い
・指先にかかる重量が辛い重量8㎏以下

指先2㎏以下

移動距離が長い
段差がきつい

移動距離が短く、
段差が無い

移動距離・段差が
適度にあり心地良い
疲労感がある

2.0 -
・移動距離問題なし

・段差問題なし

暗く感じる 照度は十分である
見やすい照度に
設定されている

組立工場照度基準5S003

3.0 - ・問題なし
ライン作業域300lux以上
部品供給側150lux以上

見にくく作業に
支障が出る

作業に支障はない

はっきり見る
事が出来る
（文字、

組付部など）

3.0 - ・問題なし

聴き取りにくい
時が多く作業に
支障が出る

作業に支障はない

はっきり聴き
取る事が出来る
（警告音、

組付音など）

聴覚程度等級一覧

3.0 - ・問題なし
通常の会話、

設備音が聴こえる

手順を
忘れてしまう
（思い出せない）

作業手順を忘れず
作業が出来る

作業を覚える
必要が無い 3.0 - ・問題なし

作業に支障が出る 作業に支障はない 筋力向上の作業
稼働時間

作業が出来る 2.0 - ・作業に支障なし

体力が持たない 体力に問題無い 体力向上の作業
稼働時間作業

が出来る 2.0 - ・問題なし

作業に不安
を感じる

作業に不安を
感じない

やりがいを感じる 2.0 - ・問題なし

交換時に辛い作業が偏っている

1点：作業が辛い 2点：辛くない作業 3点：やさしい作業

1

1 1

11

1

1 1

姿勢が悪く重量作業で作業者に負担

屈み作業が多い

腰に負担が掛かる

1.7

1.8

改善前

＜やさしい工程評価シート＞

姿勢 重量

作成 ‘23.04 石原

20Kg 腰に負担



【37】 時間がかかる要因 【38】 要因の検証

要因解析では、「なぜバッテリー交換に時間が掛かるのか」を特性に4Mで洗い

出し。方法から2つ、物から1つの計3つを重要要因として取り上げることにしま

した。

3つの重要要因を実作業で検証した結果、いずれも10秒以上の作業と

なりバッテリー交換時間には大きな影響を与えていることが実証され、真の

重要要因と判定しました。

【39】 時間低減の対策案 【40】 やさしくない要因

真の重要要因となった項目に対して、それぞれを系統マトリックス図にて対策

案を検証すると、『バッテリー台車化』がいずれも高評価。構造を大きく変える

ことになる難しい改善が対策案となりました。

やさしい工程づくりでの要因解析は、「重量物を持たなければいけない」か

ら1つの重要要因が、「作業姿勢が悪い」では2つの重要要因があげられ、

検証することになりました。

『配線を手元で繋げるバッテリー台車化』を進めるための改善内容は、大きく

分けて4項目。効率良く改善を進めるための4チーム編成を考え、全員参加

の改善をスタートしました。

台車の作製は、以前までバッテリーを運搬する用途で使われた台車を

AGVと並走できるよう軽量化。またスムーズな取り回し出来るよう構造も

変更。バッテリー単品での乗換えを廃止しました。

【41】 要因の検証 【42】 やさしい工程の対策案

3つの重要要因を実作業で検証した結果、重量物と作業姿勢は、いずれも

作業者への大きな負担になっていることから、真の重要要因と判定しました。

真の重要要因となった項目に対して、それぞれを系統マトリックス図にて対

策案を検証。交換時間低減の対策同様に『バッテリー台車化』が最良、

更に『配線の手元化』を対策案としました。

【43】 チーム振り分け 【44】 対策①　バッテリーの台車化

・影響大 ー 重量が10㎏以上 ・影響小 ー 重量が3㎏以上
・影響中 ー 重量が5㎏以上 ・影響なし ー 重量が3㎏未満

◎ ー 真の重要要因

×ー 真の重要要因ではない

重要要因 検証

◎

事実の確認 特性値への影響 判定

重
量
物

を
持
つ

持たなければ
交換できない 影響大

・影響大 ー 角度30°以上、蹲踞5秒以上
・影響なし ー 体に影響なし

◎ ー 真の重要要因
×ー 真の重要要因ではない・影響中 ー 角度20°以上、蹲踞3秒以上

・影響大 ー 角度10°以上、蹲踞3秒以内

重要要因 検証

◎

◎

事実の確認 特性値への影響 判定

作
業
姿
勢

配線を外すとき
屈む

バッテリーを持ち上げるとき
屈む

影響大

影響大

作成 ‘23.05 石原

重要要因 検証

・影響大 ー 交換時間に10秒以上掛かる ・影響小 ー 交換時間に3秒以上掛かる

・影響中 ー 交換時間に7秒以上掛かる ・影響なし ー 交換時間に影響なし

◎ ー 真の重要要因

×ー 真の重要要因ではない

◎

◎

◎

事実の確認 特性値への影響 判定

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換

バッテリーの出し入れが
やりにくい

台車をずらさないと
交換が出来ない

配線の抜き差しが
やりにくい

影響大

影響大

影響大

作成 ‘23.05 石原

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
に
時
間
が
掛
か
る

人方法

設備
物

焦り作業から
のもたつく

次のAGVが追従して
おるため焦り作業

稼働を
止めないか
心配

交換するのが
面倒くさい

別の異常と
重なると
後回しになる

バッテリーが
汚くて持ちたくない

バッテリー乗せ換え
作業に時間が掛かる

交換タイミングが
分かりにくい

ローラーの
破損

トレイが
破損している

バッテリーと
投入口に
段差があり
入れにくい

バッテリー
が重い

子台車が取り
回しにくい

AGVに個体差
がある

昇降ピンが
はまりにくい

穴位置が
見にくい

他の異常が
気になる

交換ランプが
破損している

（バッテリー・トレイ・子台車）（AGV・充電場）

充電場の
場所が悪い

SUSが
破損している

充電場まで
距離がある

満充電がない

ＡＧＶに
破損がある

ボルトが折れて
入らない

交換台車
が少ない

他に変わり
がない

トレイに
持ち手がない

溶接外れ

タイヤの破損

      が
出来ない

AGV×トレイ
の     

違う工程と
干渉して焦る

交換回数
が多い

交換タイミング
がわかりにくい

段差を持ち
上げるのが辛い

投入間口
が狭い

地面が凸凹
で入れにくい

交換場所が
決まっていない

バッテリーが
間口に入れにくい 配線が断線

配線が多い

ボタンを押す
回数が多い

作成 ‘23.05 石原

配線を抜かないと台車と

AGVが分離出来ない

台車をずらさないと
交換が出来ない

バッテリーの
出し入れがやりにくい

バッテリーの
出し入れがやりにくい

◎10点 〇5点 △2点 ×0点

交換時間低減に効果があるのは

バッテリー台車化

配
線
を
抜
か
な
く
て
も
分
離
出
来
る

配線が
ない

分離しなくて
も交換が出

来る

バッテリー
交換がない

分離を
しない

配線の
抜き差しがない

効果安全 品質 コスト実現性 総合点

コネクタレス

配線の延長

自動充電 ◎ ×

×

◎◎ × 40

◎

◎ ◎◎

◎ ×

◎

◎

◎ 52

40

可動

◎

◎

△

台
車
を
ず
ら
さ
ず
交
換
が
出
来
る

コネクタが
ない

コネクタの
配線伸ばす

コネクタが
外側に
ある

バッテリー
交換がない

外側に交換
間口がある

バッテリー
が外側に
出ている

効果安全 品質 コスト実現性 総合点

自動充電

配線レス

配線の
抜き差しレス

◎ ×

×

◎◎ × 40

◎

◎ ◎ ×

◎

◎

△◎ ◎ 52

40

可動

〇

◎

◎

バ
ッ
テ
リ
ー
の
出
し
入
が
し
や
す
い

トレイに
取っ手が

ある

バッテリー
を持たない

段差が
ない

交換台車と
AＧＶの

高さが同じ

出し入れ
作業なし

バッテリー
が持ち
やすい

取っ手の
作成

自動充電

AGV×
交換台車
段差レス

◎ ×

〇

◎◎ × 40

〇

△ 〇 ◎

〇

〇

〇〇 〇 30

29△

◎

〇

効果安全 品質 コスト 総合点可動 実現性

作成 ‘23.06 石原

バッテリー
台車化 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 55

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 55バッテリー
台車化

バッテリー
台車化

◎ ◎◎ ◎ 〇 55◎

繋ぐ線が
多い

作
業
姿
勢
が
悪
い

人によって
やり方が違う

焦り作業に
なっている

屈まないと
持てない

トレイに
持ち手がない

コネクタの
位置が悪い

交換場所が
決まっていない

細かいやり方は
決まっていない

作業が
やりにくい

交換方法をしか
教えられていない

屈む時間
が長い

段差を持つ
のが辛い

力が
入りにくい

腰に負担
が掛かる

力が
入りにくい

屈まないと
付けれない

AGVによって
場所が異なる

AGVが停止
する場所が
バラバラ

AGV本体の
位置が低い

屈まないと
交換が出来ない

本体の位置
は変えられない

作成 ‘23.05 石原

人方法

物設備（AGV・充電場）

配線を
外す時屈む

バッテリーを
持ち上げる時

屈む

重
量
物
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い

人方法

物設備 （バッテリー・トレイ）（AGV・充電場）

代用品
がない

バッテリーが
重い（約20㎏）

交換台車が
不足している

バッテリーを
設置する場所が
固定されている

段差があるから
持ち上げないと
いけない

持つものだと
思っている

これ以外の
やり方を教えら
れていない

今のやり方
しかない

重たくて
持ちたく
ない

投入間口
が狭い

投入間口
が狭い

AGVにバッテリー
はセットしなければ
ならない

バッテリー
が大きい

交換回数
が多い

トレイに
持ち手がない

子台車に
乗せないと
運搬出来ない

トレイが
破損している

1セットに
1つ無い

持たなければ
交換が出来ない

作成 ‘23.05 石原

持
た
な
く
て
も
交
換
が
出
来
る

段差がない
バッテリ

交換がない

外側に交換
間口がある

バッテリーが
外側に

出ている

交換台車と
AGVの高さが

同じ

バッテリー交
換が少ない

効果安全 品質 コスト 総合点

AGV×
子台車
段差レス

自動充電 ◎ ×

〇

◎◎ × 40

〇 〇 〇〇 30

可動

〇

◎

実現性

バ
ッ
テ
リ
ー
を
持
ち
上
げ
る
時
屈
ま
な
い

出し入れ
作業なし

バッテリーを
持ち上げない

子台車と
AGVの高さ

が同じ

段差がない

屈む作業が
少ない

交換作業が
ない

効果安全 品質 コスト 総合点

自動充電

AGV×
子台車
段差レス

◎ ×◎◎ × 40

〇 〇〇〇 〇 30

可動

◎

〇

実現性

配
線
を
外
す
時
に
屈
ま
な
い

一回で
抜き差しが

出来る

配線を
伸ばす

配線が腰
付近にある

配線が
ない

抜かずに
交換が
出来る

配線の
抜き差しが

ない

効果安全 品質 コスト 総合点

配線のワン
タッチ化

配線レス

配線レス

◎ ×

◎

◎◎ × 40

◎

◎ ◎ ◎

×

◎

×◎ ◎ 40

52

可動

△

◎

◎

実現性

やさしい工程に効果がある対策は

手元で配線出来る
バッテリー台車化

作成 ‘23.06 石原◎10点 〇5点 △2点 ×0点

バッテリー
台車化

◎ 〇◎◎ ◎ 55◎

バッテリー
台車化 〇◎ ◎ ◎◎ 55◎

配線の手元化 ◎ ◎◎ ◎ 〇 55◎



【45】 対策②　AGV台車の改造 【46】 対策③　コネクター結線作業の手元化

バッテリー台車を収納し並走させるために、AGV台車を改善。容易にバッテ

リー台車が引き出せるスペースの確保と共に、安全な走行ができるよう台車ス

トッパーも作製しました。

屈みながら狭い場所で行っていたバッテリー交換時の配線繋ぎ変え作業は

バッテリー台車化と共に改善。台車の取っ手部分まで配線を長くしコネク

ターを設置。身体への負担を軽減できました。

【47】 対策④　充電場の改善 【48】 時間低減の効果確認

バッテリー台車化に伴う改善の最後はバッテリー充電場。これまでのバッテリー

単品での充電場は廃止し台車のまま充電ができるよう改善。また、より安全な

充電場をめざし除電ヒモを追加で設置しました。

対策後、94秒掛かっていたバッテリー交換が30秒で出来るようになり64秒

の低減！年間にすると119時間短縮の効果が出たことにより、メンバー全

員が大きな達成感を得ることになりました。

【49】 やさしさの確認 【50】 改善の効果

【51】 第二章の記録
得意なことを活かし、相性の良い組

み合わせでの今回の改善は、全員

の取組み意欲と共に若手の能力を

期待以上に向上させる結果に。ま

た、この活動はQCサークル全社大

会で最優秀賞、岐阜地区大会では

県知事賞を受賞し、メンバー全員の

更なる励みとなりました。

重いバッテリーを持ち上げる事はなくなり、長時間の屈む作業もなくなったことに

よりバッテリー交換時の辛い作業はゼロに。作業者からも「負担がなくなり本当

に楽になった」と喜びの声もいただきました。

交換時間、やさしい工程、サークル目標、個人目標、全てにおいて目標を

大きくクリア。充実感を味わう結果となりました。また、しくみが崩れないよう

標準化し維持管理することにしました。

評価点

項目

前提条件

基準を満足
していること

対象者の負担度（やさしい作業）評価
評価
AVE

1:×（出来ない） 2:〇（出来る） 3:◎（やさしい作業）

実作業意見 （やり難い作業、
やりやすかった作業など）改善前 改善後

環
境

心
身

作業姿勢

重量

移動距離
段差

照度

視覚

聴覚

記憶

筋力

体力

    

ツライ姿勢がある ツライ姿勢は無い

適度に伸ばす・
ねじる・保持する
心地良い
姿勢がある

1.7 2.0
・つらい作業がなくなった

交換がやり易くなった
・交換に手間がかからなくなった。

重く持てない 重くなく問題無い
適度に重さを
感じ刺激になる

業務規程 Aｂ413-01

1.8 2.0
・バッテリーを持たないおかげで楽になった
・日々の作業が楽になった重量8㎏以下

指先2㎏以下

移動距離が長い
段差がきつい

移動距離が短く、
段差が無い

移動距離・段差が
適度にあり心地良い
疲労感がある

2.0 2.0
・移動距離問題なし
・段差問題なし

暗く感じる 照度は十分である
見やすい照度に
設定されている

組立工場照度基準5S003

3.0 3.0 ・問題なし
ライン作業域300lux以上
部品供給側150lux以上

見にくく作業に
支障が出る

作業に支障はない

はっきり見る
事が出来る
（文字、

組付部など）

3.0 3.0 ・問題なし

聴き取りにくい
時が多く作業に
支障が出る

作業に支障はない

はっきり聴き
取る事が出来る
（警告音、

組付音など）

聴覚程度等級一覧

3.0 3.0 ・問題なし
通常の会話、

設備音が聴こえる

手順を
忘れてしまう
（思い出せない）

作業手順を忘れず
作業が出来る

作業を覚える
必要が無い 3.0 3.0 ・問題なし

作業に支障が出る 作業に支障はない 筋力向上の作業
稼働時間

作業が出来る 2.0 2.0 ・作業に支障なし

体力が持たない 体力に問題無い 体力向上の作業
稼働時間作業

が出来る 2.0 2.0 ・問題なし

作業に不安
を感じる

作業に不安を
感じない

やりがいを感じる 2.0 2.0 ・問題なし

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

要素作業

AGVの昇降フックボタンを押す

AGVの電源をOFFにする

スタートスイッチの配線を抜く

チェーンを外す

台車を移動させる

バッテリーのコネクタを外す

バッテリーを取り出す

バッテリーを入れる

バッテリーのコネクタを繋ぐ

バッテリーを交換台車に乗せる

台車を移動させる

チェーンを掛ける

スタートスイッチの配線を繋ぐ

AGVの電源をONにする

AGVの昇降フックボタンを押す

平均点数

姿勢

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2.0

重量

2

2

2

2

2

2

1

1

2

1

2

2

2

2

2

2.0

段差

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2.0

照度

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3.0

視覚

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3.0

聴覚

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3.0

記憶

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3.0

筋力

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2.0

体力

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2.0

精神

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2.0

1点：作業が辛い 2点：辛くない作業 3点：やさしい作業

2

2 2

22

2

2 2

2 2

2.0

改善前 改善後

2.0

1.7

1.8

＜やさしい工程評価シート＞

姿勢 重量

20

40

60

80

100

交換時間の目標

34 

改善前 目標

94 

(現状調査より)

（秒）

実績

30 

達成！

やさしい工程の目標
(現状調査より)

実績

1.0

2.0

3.0

作業姿勢

2.0 

改善前 目標

1.7 

（点）
重量

1.0

2.0

3.0

2.0 

改善前 目標

1.8 

（点）

実績

2.0 

達成！

サークルレベルの目標
(サークル評価より)

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

明るい職場（Y軸）

2.8 

改善前 目標

1.8 

実績

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

サークル能力（X軸）

2.7 

改善前 目標

1.7 

実績

2.0 

達成！

3.2

達成！

2.8

達成！

【個人別活動目標】 【維持管理】
だれが いつ どこで

石原／佐藤SL 2023/10月 ハウス

石原／佐藤SL 2023/10月 ハウス

教育 石原／奥田L 2023/10月 ハウス／現場

作業者 月１回 現場

作業者 毎日 現場

作業者 月１回 現場

佐藤SL 週１回 現場

標準化

維持管理
AGV台車 チェックシート

交換方法の確認 要領書を用いて確認

バッテリー交換方法 要領書を用いて教育

バッテリー台車 チェックシート

充電場 チェックシート

なにを どのように

作業要領書 要領書の改定

各物のチェックシート チェックシートの作成

メンバー全員達成！



【52】 さらなる挑戦 【53】 自分色磨き

全員が主役！をモットーに挑戦を開始。活躍の機会を増やし、少数精鋭を

目指すために更なる小集団化を実施し７人編成としました。

目指すはエキスパート集団。個が強みを突き詰めて限界を突破、合体す

ることですることでのトップサークルを目指します！

【54】 知識・技術を磨く 【55】 三章　限界突破

まずは、目指す姿を定めて目標の設定。それぞれが目標に向かい知識と技術

を習得するため様々な教育・訓練へ参加しました。

600歩の低減には成功しましたが目標は未達。精鋭集団を目指すべく、実

現性が低いとした高難易度な対策案に挑戦することにしました。まずは解析を

得意とする2人が主力となって調査をスタート。

「交換回数を減らし歩行低減に繋げたい」と現状のバッテリーを基準に新

たに３種類のバッテリーを調査。効果の高いバッテリーはありましたがコスト

が高すぎ、導入NGとなりました。

【56】 物流初の女性作業者 【57】 歩数を減らす、方策の立案

ダイバーシティー化の加速に伴い物流チームにも女性作業員が入社。やさしい

工程を任せてみましたが女性からは辛いとの声。確認すると同一距離でも男

女で歩幅が違い、歩数が多い事に気づきました。

「歩行数を減らす」をねらい所とし対策を立案し検証。学んだ知識を活か

し、すぐ改善出来る内容はすぐ実行することに。

【58】 歩行低減してみた結果 【59】 バッテリーの調査
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 女性対応したシン・やさしい工程 自動充電に挑戦！

※得意なことを伸ばしスキルレベル５を目指す

やさしくない作業

第三章

自分色磨き！
★★★★★



【60】 自動充電化の調査 【61】 成功シナリオの追求

次に充電方式についての勉強会を実施。各充電方式に対して自社で実現

可能なのかを更に調査。アローダイアグラム法を用いて計画の立案を視覚的

に表してみることにしました。

走行中に充電をする充電器地面埋め込み式は、変動時の対応に弱いと

判断。車両が減速しブレーキをかける力を電力に変化させるブレーキ充電

も発電量が見込めずNGと判断しました。

【62】 ワイヤレス充電 【63】 回転式充電

磁力で電力を流し充電する方式のワイヤレス充電方式も調査。業者の方に

も協力いただき検討するも、定置停止の時間不足やスペース不足により導入

は困難と判断しました。

回転する力を電力に変化させる回転式充電の原理を調べているとAGV

のタイヤに気づきに着目。社内でコンベアを利用した回転式充電を行って

いる改善を発見し早速調査することに。

安全と改善について他部署の方や有資格者を交えて議論し社内規定や

規則を確認。作製においても有資格者がいなかった為、協力を要請。電

車をモチーフに改善を開始しました。

全ての案を検証した結果、一番効果が期待できる接触式充電に挑戦！

PDPC法にて障害予想の検証を実施しました。

【64】 自社事例からのヒント 【65】 接触式充電

作者に協力を依頼し仕組みを教授いただくも、AGVのタイヤでは発電量が足

らず、倍速ギアを取付け回転率UPを狙うトライを実施。しかし台車の重量が

重くなったことで走行不可となり導入を断念。

次に鉄道などに使用している接触式充電を調査。そんな時、リフレッシュに

訪れたお店で天井のレールに吊るされた照明器具に閃き、すぐ接触式充

電導入の検証をすることにしました。

【66】 挑戦！自動充電 【67】 シナリオの実施



【68】 効果の確認 【69】 標準化・管理とまとめ

走行と共に給電レールから給電アームに電力を流しバッテリー本体へと充電。

バッテリー交換回数と歩数数の目標は達成。この改善の成功により、全便に

導入を拡大していくことになりました。

要領書とチェックシートを作成し維持管理。メンバー全員が得意分野での

活躍により達成感を実感。次の目標はバッテリー交換回数ゼロ。全員が

主人公を目指すRPGは始まったばかりです。

【70】 第三章の記録
メンバー全員が自分色を磨いたことで難

題への挑戦が可能に。今までなら諦め

ていたことも向上した意識と意欲により

誰一人諦めずやりきることが出来まし

た。得意分野はレベル5に上昇、職場

の雰囲気も良くなった事により、サークル

レベルはBゾーン上位となりました。

活動意識に満ち溢れたメンバーは、自分色の更なるレベルアップを目指し自

己啓発に挑戦。今後の期待にどうぞご期待ください。

【71】 スターゲイザーのあゆみ

一章の小集団により全員参加、全員発言を達成。また、共通項をテーマに興味を持ってもらう事に成功。二章はメンバーを「コネクト」。やりやすい環境と

したことで全員がレベルアップ。三章では自分色をキーワードに、更に活躍の機会を増やし難題に挑戦。諦める事なくやりきったことで大きな達成感を得るこ

とに。四章はバッテリー交換回数ゼロをテーマににトップサークルの仲間入りを目指します。

【72】 それぞれ”挑む”

スターゲイザーは

限界突破した 


